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ハコネサンショウウオの
成体（雄）
O n y c h o d a c t y l u s  j a p o n i c u s
(Houttuyn, 1782)

2025年5月8日撮影

 まつもと　　りょうこ

松本 涼子（学芸員）

　 ハコネサンショウウオは、1776年に

スウェーデンの植物学者であるツュン

ベリー（C. P. Thunberg）が箱根で採集

した標本をもとに学名が命名された

ことから、箱根は基産地として知られて

います。現在では、箱根山地を流れる

須
す く も が わ

雲川上流に生息するハコネサンショウ

ウオは、箱根町指定の天然記念物と

なっています。箱根町役場が中心となり、

毎年産卵期に近い5月上旬に生息状況

を確認するための調査が行われてい

ます。水温10〜12℃の河川の水底の石を

そっとめくると、全長30〜90 mmの幼生

が姿を現します。近年、須雲川上流で

シカの増加により採
さいしょくあつ

食圧が高くなりま

した。河川の脇に生える下草は食べ尽く

され、土砂が河川に流入したことから、

川底に嵌
はま

り込んだ石が多く、幼体の隠

れる場所が減少しているのではないか

と気がかりでした。幸い、今年度の調査

では幼体に加え、河川脇のガレ場の石の

下からは成体が確認されました。今後も

変化する河川と周辺環境をモニタリング

する必要があります。
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